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1.　毛織物に対るシロセット加工法が発明されて，ズ

ボンやスカートなどに半永久的な折目がつけられるよう

になったことは，毛製品にWash and Wear め可能性

をあたえる一方法としても，衣生活の改善に役立つ研究

である。また最近いろいろの折目加工液が市販されてい

るので，これらの折目保持性に対する効果を比較すると

ともに，主として処理時間（アイロンによる加熱時間）

が，その効果にどのように影響するかを検討して，家庭

における被服管理の参考資料を得ることを目的 とする。

2. 加工法は，規定の処法により調製したシロセット

加工液，市販の折目加工液Ａ及びB, 水のみ，水なし，

の５方法,   RH65% で調湿した１×4  cmc 試片に加工液

を噴霧したのち，半折して温度150  °Cのアイロンで自重

,によりプレスして加熱した。加工液または水の量は試片

の重量に対して30,40,50% の３水準,加熱時間は20～100

秒で５水準に変化させた。加工した試片をモノゲン0.5%

水溶液に温度40 ° Cで１分間浸し, 室内にて乾燥したのち

折目角を測定した。

3.　毛織物の折目保持性に対する加熱時間の影響は，

加工法，加工液の種類，濃度，液量などによっても異な

るが，加熱時間が40～60秒 までは，3 種類の加工液とも

に，時間が長い程効果が増大するが，それ以上100 秒ま

ではほとんど一定であった。


